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妙高高原ビジターセンター
□電  0255-75-5270　□所  妙高市関川2248-4

　令和2年6月から新築工事がすすめられていた、いもり
池近くにある「妙高高原ビジターセンター」が4月にグランド
オープンします。カフェやミュージアムショップ、ツアーデス
ク、展示室、工作室、休憩スペースがあります。休憩スペー
スには、テーブル席やソファがあり、いもり池側の窓は、大
きなガラス張りで池と妙高山を眺めることができます。

妙高高原ビジターセンターが4月にグランドオープン

!

白田邸

うみがたり

旧関山宝蔵院庭園

ソンニャーレのジェラート
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ノスタルジック歴史旅
古 の 時 代 に タイ ム スリップ
いにしえ

林富永邸

上
越
市
の
名
家

妙
高
市
の
文
化
財

―
―
上
越
市
の
名
家
が
生
ま
れ
た
歴
史
的

背
景
と
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
上
越
名
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
白
田
家
、

瀧
本
家
、
林
富
永
家
、
保
阪
家
は
江
戸
時

代
か
ら
続
く
名
家
で
地
主
で
あ
り
、
戦
前
は

地
域
の
活
動
の
た
め
に
積
極
的
に
出
資
を

行
い
、
敬
わ
れ
た
存
在
で
し
た
。
全
邸
と
も

個
人
所
有
で
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
歴
史
的

建
造
物
を
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
が
大
き

な
特
徴
で
す
。
瀧
本
邸
以
外
の
三
邸
は
現
在

も
当
主
が
そ
こ
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

―
―
上
越
名
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
誕
生
し

た
き
っ
か
け
は
？

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
結
成
前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

で
一
般
公
開
を
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

2
0
1
7
年
、
新
潟
で
日
本
庭
園
や
和
風

建
築
を
後
世
に
残
す
活
動
を
行
っ
て
い
る

「
庭
屋
一
如
研
究
会
」
主
宰
の
藤
井
哲
郎
さ

ん
が
上
越
を
訪
れ
た
と
き
に
四
邸
一
斉
公

開
を
提
案
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
四
邸

の
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
私
自
身
、
三
邸
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

し
た
が
公
開
さ
れ
て
も
見
に
行
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
2
0
1
9
年
ま

で
は
上
越
名
家
一
斉
公
開
実
行
委
員
会
が

運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
2
0
2
0
年
か

ら
上
越
名
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

―
―
公
開
日
は
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
ま

す
か
？

　
5
月
、
8
月
、
11
月
に
開
催
予
定
で
す
。

一
斉
公
開
は
1
日
だ
け
で
す
が
一
斉
公
開

に
合
わ
せ
て
前
後
1
日
か
2
日
公
開
す
る

名
家
も
あ
り
ま
す
。
2
0
2
1
年
の
11
月

は
初
め
て
一
斉
公
開
を
2
日
間
開
催
し
ま

し
た
。
1
日
で
四
邸
を
見
学
す
る
の
は
時

間
的
に
厳
し
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
瀧
本
邸
は
、
こ
の
2
日
間
で
約
4
0
0

人
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
結
成
に
よ
っ
て
公
開
日
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
S
N
S
で
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
県

外
か
ら
の
見
学
者
が
増
え
ま
し
た
。
北
海
道

か
ら
来
た
人
も
い
ま
し
た
。
私
は
瀧
本
邸
に

住
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
多
く
の
人

に
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
様
子
を
見
る
と
一

斉
公
開
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
名
家
の
見
ど
こ
ろ
、
見
学
を
楽
し
む

ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
白
田
邸
に
は
、
移
築
さ
れ
た
も
の
で
す
が

明
治
天
皇
御
小
休
座
敷「
玉
座
の
間
」が
あ
り

ま
す
。
庭
を
一
望
で
き
る
入
側
の
柱
の
間
が

5
間
あ
り
、
全
国
で
も
10
例
も
残
っ
て
い
な

い
貴
重
な
造
り
で
す
。
林
富
永
邸
は
1
8
8 

3（
明
治
16
）年
に
建
て
ら
れ
た
茅
葺
き
屋

根
の
し
つ
ら
え
。
主
屋
は
豪
快
な
農
民
仕
様

の
部
分
と
格
式
高
い
書
院
造
の
武
家
仕
様

の
部
分
に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で

す
。
保
阪
邸
は
上
越
で
一
番
大
き
い
地
主
さ

ん
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
離
れ
の
寺
院

風
玄
関
と
母
屋
の
数
寄
屋
造
が
対
照
的
な

邸
宅
で
す
。
美
術
収
集
家
で
も
あ
っ
た
保
阪

家
の
持
ち
物
、
花
嫁
衣
装
な
ど
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
瀧
本
邸
の
母
屋
は
玄
関
し
か

残
っ
て
な
い
の
で
す
が
、
総
檜
の
書
院
造
り

の
離
れ「
懐
徳
亭
」と
苔
庭
が
見
ど
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
公
開
日
は
当
主
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
説
明
を
し
て
く
れ
る
の
で
気
軽
に
聞

い
て
く
だ
さ
い
。
瀧
本
家
は
残
念
な
が
ら
資

料
が
あ
ま
り
残
っ
て
な
く
、
一
般
公
開
で
見

学
に
来
ら
れ
た
庭
や
建
築
の
専
門
家
か
ら
私

が
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
多
い
で
す
。

―
―
今
後
の
活
動
は
？

　
名
家
四
邸
を
後
世
に
残
す
た
め
に
は
、
ま

ず
は
上
越
名
家
一
斉
公
開
で
皆
さ
ん
に
四
邸

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
名
家
で
は
結
婚
式
の
前
撮
り
な
ど

撮
影
会
の
ほ
か
、
マ
ル
シ
ェ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
し
て
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨

年
11
月
の
一
斉
公
開
に
は
白
田
邸
と
瀧
本
邸

で
箏
の
野
外
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
林

富
永
邸
で
は
文
化
財
カ
フ
ェ
を
や
っ
て
い
ま

す
。四
邸
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
て
新

し
い
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
探
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
上
越
名
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地

域
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
、
見
学
者

に
上
越
の
良
い
と
こ
ろ
を
紹
介
す
る
こ
と

で
地
元
に
も
還
元
で
き
た
ら
良
い
で
す
ね
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
い
た
ら
海

外
の
人
に
も
見
に
来
て
ほ
し
い
で
す
。

―
―
川
上
さ
ん
が
関
山
神
社
の
ガ
イ
ド
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
関
山
神
社
の
大
切
な
文
化
財
を
後
世
に

伝
え
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
か
ら
2
0
0
8

年
に「
妙
高（
関
山
）の
文
化
財
を
語
る
会
」

を
結
成
。
ガ
イ
ド
や
地
元
の
子
ど
も
向
け

に
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
関
山
神
社
と
妙
高
山
と
の
関
係
は
？

　
関
山
神
社
は
霊
峰
妙
高
山
の
里
宮
で
す
。

妙
高
山
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
シ
ュ
メ
ー
ル

を
漢
字
で
意
訳
し
た
も
の
で
、
仏
教
の
世
界

観
で
は
世
界
の
中
央
に
そ
び
え
る
秀
麗
な

高
山
と
い
わ
れ
ま
す
。
7
0
8（
和
銅
元
）

年
に
裸
形
上
人
に
よ
る
開
山
か
ら
霊
峰
妙

高
山
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
明
治
の
神
仏
分
離

ま
で
三
体
の
仏
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

明
治
政
府
が
調
査
に
来
た
と
き
に
住
人
が
封

印
し
た
の
で
秘
仏
と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。

―
―
関
山
宝
蔵
院
と
の
関
係
は
？

　
関
山
神
社
は
江
戸
時
代
ま
で「
関
山
三
社

権
現
」と
呼
ば
れ
、
関
山
宝
蔵
院
は「
権
現
」

の
祭
礼
や
管
理
を
行
う
寺
院（
別
当
寺
）で

し
た
。
妙
高
山
信
仰
の
中
核
と
し
て
広
大
な

富
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
が
明
治
の
神
仏

分
離
で
宝
蔵
院
は
廃
絶
。
現
存
す
る
関
山
神

社
の
社
殿
は
関
山
宝
蔵
院
の
15
世
院
主
・

薩
海
が
10
年
を
か
け
て
1
8
1
8（
文
政
元
）

年
に
再
建
し
た
も
の
。
欅
の
柱
や
細
部
に
施

さ
れ
た
霊
獣
の
彫
刻
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
る
、
国
登
録
有
形
文
化
財
で
す
。

―
―
見
学
を
楽
し
む
ポ
イ
ン
ト
は
？

　
今
年
の
5
月
21
日
か
ら
6
月
12
日
ま
で

「
善
光
寺
前
立
本
尊
御
開
帳
記
念 

関
山
神
社

秘
仏
御
開
帳
」を
行
い
ま
す
。
4
年
ぶ
り
に

妙
高
堂（
関
山
善
光
寺
）の
阿
弥
陀
三
尊
像

と
前
述
の
関
山
神
社
秘
仏
の
聖
観
音
菩
薩

像
の
計
四
体
を
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
御
開
帳
の
期
間
中
に
は
旧
宝
蔵
院
庭
園

か
ら
見
る
妙
高
山
に「
山
」の
字
の
雪
形
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

妙
高
山
ゆ
か
り
の
秘
仏
を
拝
観
で
き
る

「
関
山
神
社
秘
仏
御
開
帳
」
開
催

川上昭治さん

妙高（関山）の文化財を語る会
会長

上
越
名
家
一
斉
公
開
で

名
家
の
歴
史
と
文
化
に
触
れ
る

瀧本宜弘さん

上越名家ネットワーク
理事長

一斉公開の様子（林富永邸）

文化財カフェ CAFE HAYASHI（林富永邸）

か
い
と
く
て
い

こ
と

ら
ぎ
ょ
う

て
い
お
く
い
ち
に
ょ
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上越の名家
上越エリアに残る名家は、まさに地域の宝。

雪国ならではの重厚な佇まいを今に伝えています。

上 越 名 家  一 斉 公 開 情 報

2021年11月に歴史的旧家
4邸が一斉公開されました

　上越名家ネットワーク4邸（白田邸、
瀧本邸、林富永邸、保阪邸）を一般公
開する催し。上越名家ネットワークが
主体となって、貴重な建造物を後世
に継承していくための保存活動を支
援し、利活用する活動を行なってい
る。年に数回行なわれる予定で2022
年のスケジュールは、同ネットワーク
のwebなどで発信していく。

上越市

大
正
期
の
洗
練
さ
が
う
か
が
え
る上越市頸城区森本703

北越急行ほくほく線
「くびき駅」から車で約5分
北陸自動車道
「大潟スマートIC」から約10分

access

欅、杉、松、栗などの太い柱や透かし彫りの欄間、切り石を積み
上げた石積塀、洋風で大きな玄関などが見どころ

白
田
邸
し
ら
た
て
い

　
白
田
家
住
宅
主
屋
は
、1
8 

7
8
年
の
明
治
天
皇
北
陸
巡
幸

の
折
に
御
小
休
さ
れ
た
西
頸
城

の
斎
藤
家
の
座
敷「
玉
座
の
間
」

を
、大
正
に
入
っ
て
移
築
し
た

建
物
。2
0
1
4
年
、登
録
有
形

文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
。

　
洋
風
な
玄
関
を
構
え
、ガ
ラ

ス
建
具
な
ど
、大
正
期
の
洗
練

さ
が
感
じ
ら
れ
る
。大
き
な
梁

と
高
い
天
井
や
二
重
構
造
で
強

固
な
骨
組
み
な
ど
は
建
築
当
時

の
ま
ま
で
、純
和
風
な
造
作
も

あ
り
な
が
ら
、窓
枠
の
形
や
上

下
開
き
の
窓
な
ど
に
洋
館
造
り

も
見
ら
れ
る
。通
常
は
非
公
開
。

広
く
静
寂
な
苔
庭
に
は
お
茶
室
も上越市頸城区百間町711

北越急行ほくほく線
「くびき駅」から車で約15分
北陸自動車道
「上越IC」から約15分

access

会津藩士南摩羽峯が明治27年に来訪し、集義齋と名付けた主
屋玄関。昭和23年に主屋は移築され、式台玄関だけが残る

　
瀧
本
家
は
、3
0
0
年
ほ
ど

前
に
行
わ
れ
た
大
瀁
郷
新
田
開

発
か
ら
こ
の
辺
り
で
栄
え
た
大

地
主
。武
家
屋
敷
な
ど
に
よ
く

見
ら
れ
る
薬
医
門
と
呼
ば
れ
る

形
式
の
表
門
の
中
に
は
、上
越

市
で
も
屈
指
の
規
模
の
池
泉
回

遊
式
日
本
庭
園
が
広
が
っ
て
い

る
。主
屋
は
現
存
し
て
い
な
い

も
の
の
東
屋
、茶
室
な
ど
が
残

さ
れ
て
お
り
、2
0
1
2
年
に

は
宮
大
工
に
よ
る
書
院
造
り
の

懐
徳
亭
が
国
の
登
録
有
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。通

常
は
非
公
開
。懐
徳
邸
か
ら
見

る
庭
園
の
美
し
さ
も
魅
力
。

茅
葺
き
屋
根
と
杉
苔
、枯
山
水
の
庭
園

上越市三和区神田2245
北越急行ほくほく線
「うらがわら駅」から車で約9分
北陸自動車道
「上越IC」から約17分

access

明治16年（1883年）に、高田藩の御林であった土地に建設され
たため屋号を林とし、「林富永」と呼ばれるようになった

　
1
8
8
3
年
、四
代
目
の
富

永
護
右
衛
門
に
よ
っ
て
建
設
。

茅
葺
き
屋
根
の
主
屋
は
、豪
快

な
け
や
き
の
梁
や
鴨
居
で
構
成

さ
れ
た
農
民
仕
様
の
部
屋
と
、

書
院
造
り
の
座
敷
を
は
じ
め
と

す
る
武
家
仕
様
の
部
屋
に
仕
切

ら
れ
て
い
る
。杉
苔
が
敷
き
詰

め
ら
れ
た
枯
山
水
庭
園
は
、水

田
や
山
々
を
取
り
入
れ
た
借
景

庭
園
。現
在
の
当
主
が
実
際
に

生
活
し
て
お
り
、維
持・保
存
す

る
だ
け
で
な
く
活
用
す
る
こ
と

で
後
世
に
継
承
し
よ
う
と
、週

末
を
中
心
に
カ
フ
ェ
営
業
も
行

な
っ
て
い
る
。

堀
口
大
學
等
の
著
名
人
も
訪
れ
た上越市戸野目488

えちごトキめき鉄道
「高田駅」から車で約10分
北陸自動車道
「上越IC」から約5分

access

高田城址公園の蓮は、現在の当主の曽祖父に当たる保阪貞吉
氏が高田藩士の生活のために栽培・販売したものが始まり

　
主
屋
は
数
寄
屋
造
り
。現
存

す
る
邸
宅
は
１
９
０
８
年
に
焼

失
し
た
が
、そ
の
後
、3
年
の
月

日
を
か
け
て
再
建
さ
れ
た
。明

治
期
の
建
築
様
式
が
色
濃
く

表
現
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、美
術

品
収
集
家
で
も
あ
っ
た
保
阪
家

の
美
術
品
な
ど
も
見
ど
こ
ろ
と

な
っ
て
い
る
。季
節
の
美
し
い

花
々
が
咲
き
誇
る
庭
園
で
は
、

小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
、

四
季
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。12
代
目
と
な

る
当
主
が
現
在
も
暮
ら
し
て
い

る
。通
常
は
非
公
開
と
な
っ
て

い
る
。

現
在
は
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
も
活
用

上越市大島区菖蒲318-1
北越急行ほくほく線
「ほくほく大島駅」から
車で約10分
北陸自動車道
「上越IC」から約50分

access

地元有志により保存会が設立され、食や灯りのイベントなども
開催されているほか、映画撮影のロケ地に使われたこともある

　
土
間
前
面
が
入
主
屋
造
り
の

茅
葺
き
民
家
。1
8
5
3
年
に

建
て
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。2
0
1
1
年
の
長
野
県
北

部
地
震
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
も
の
の
、震
災
復
興
の
補

助
金
な
ど
で
、ほ
ぼ
同
じ
状
態

に
復
元
。2
0
1
4
年
4
月
に

は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
も

登
録
さ
れ
て
い
る
。庄
家
屋
敷

な
ら
で
は
の
広
い
舘
内
と
綺
麗

な
庭
も
魅
力
。農
村
レ
ス
ト
ラ

ン
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、

手
打
ち
そ
ば
や
郷
土
料
理
が
味

わ
え
る（
要
事
前
予
約
0
2
5- 

5
9
4-

7
8
8
8
）。

瀧
本
邸
た
き
も
と
て
い

林
富
永
邸
は
や
し
と
み
な
が
て
い

保
阪
邸
ほ
さ
か
て
い

飯
田
邸
い
い
だ
て
い

上越名家の情報は
こちらから

　通常は公開されていない名家の内部や、
過去に開催されたイベント、これから開催
される催しの情報などをSNSで積極的に発
信しています。新緑や紅葉、雪景色などのほ
か、アート展やマルシェなどといった、普段
とはちがった名家の風景が見られるかも。

上越名家
HP情報

Facebook Twitter Instagram

SNSでも上越市の名家情報を発信中

キューピットバレイ

林富永邸

瀧本邸
白田邸

保阪邸

飯田邸

柏崎

糸魚川

長野

8

8

18

253
上
信
越
自
動
車
道

北陸
自動
車道

寺IC

上越JCT
上越IC

大潟スマートIC

お
お
ぶ
け
ご
う

や
く
い
も
ん
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1
3
0
0
余
年
の
伝
統
を
今
に
伝
え
る

火
祭
り
で
広
く
知
ら
れ
る
関
山
神
社
は
、
奈

良
時
代
に
裸
行
上
人
が
開
山
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
妙
高
山
の
里
宮
。
そ
こ
に
隣
接
す
る

旧
関
山
宝
蔵
院
庭
園
は
、
妙
高
山
信
仰
が
盛

ん
だ
っ
た
江
戸
時
代
、
滝
石
組（
石
で
組
ま

れ
た
滝
）を
主
景
に
、
妙
高
山
を
背
景
景
観

に
組
み
こ
ん
で
整
備
さ
れ
た
庭
園
だ
。
関
山

神
社
の
社
殿
と
宮
殿
は
2
0
1
8
年
に
国
の

登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）に
登
録
。
旧

関
山
宝
蔵
院
庭
園
は
2
0
1
3
年
に
国
の

名
勝
に
指
定
さ
れ
、
崩
落
し
て
い
た
石
組

み
な
ど
を
修
復
す
る
工
事
が
6
年
が
か
り

で
行
な
わ
れ
た
後
、
2
0
2
1
年
春
か
ら
庭

園
の
一
般
公
開
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
関
山
神
社
と
宝
蔵
院
は
古
く
か
ら
妙
高

山
信
仰
の
中
心
で
、
宝
蔵
院
は
江
戸
時
代

に
将
軍
家
の
庇
護
を
受
け
、
関
山
神
社
を

守
る
名
目
で
社
領
が
寄
進
さ
れ
た
。
江
戸

時
代
の
宝
蔵
院
は
東
叡
山
寛
永
寺
の
直
末

の
寺
院
で
あ
り
、
歴
代
の
院
主
は
本
山
か

ら
任
命
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。
明
治
時

代
の
神
仏
分
離
に
よ
り
、
宝
蔵
院
は
廃
寺

と
な
っ
た
が
、
庭
園
だ
け
が
今
に
伝
わ
っ

て
い
る
。

　
室
町
時
代
に
関
山
を
訪
れ
た
連
歌
師
・

宗
祇
は
、
そ
の
時
の
様
子
を
連
歌
会
の
発

句
で
「
越
後
関
の
山
に
水
お
も
し
ろ
き
坊
に

て
『
水
に
す
む
心
や
み
山
あ
き
の
庭
』」
と

詠
ん
だ
こ
と
か
ら
、
室
町
時
代
後
期
に
は

妙
高
山
に
見
立
て
た
こ
の
よ
う
な
岩
山
を

配
し
た
滝
を
も
つ
庭
園
が
形
作
ら
れ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
復
元
さ
れ
た
庭

園
内
の
「
ミ
ニ
妙
高
山
」
に
は
、
山
か
ら
流

れ
て
き
た
よ
う
に
見
せ
る
5
メ
ー
ト
ル
も

の
滝
と
石
組
み
が
あ
り
、
そ
こ
を
登
れ
ば
、

妙
高
山
を
登
っ
た
か
の
よ
う
な
疑
似
体
験

が
で
き
る
。

　
旧
関
山
宝
蔵
院
庭
園
の
令
和
4
年
度
の

一
般
公
開
は
、
4
月
下
旬
を
予
定
（
降
雪
量

に
よ
り
前
後
す
る
場
合
あ
り
）。
妙
高
高
原

観
光
案
内
所
で
は
、
歴
史
や
庭
園
に
つ
い

て
の
ガ
イ
ド
を
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
る

（
要
予
約
0
2
5
5-

8
6-

3
9
1
1
）。

関
山
神
社
と
旧
関
山
宝
蔵
院
庭
園

せ
き
や
ま
じ
ん
じ
ゃ
と
き
ゅ
う
せ
き
や
ま
ほ
う
ぞ
う
い
ん
て
い
え
ん

　
煉
瓦
造
平
屋
建
一
部
2
階
建
て

の
元
カ
ー
バ
イ
ド（
水
と
反
応
さ
せ

る
と
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
を
発
生
し
、

溶
接
な
ど
に
使
わ
れ
る
）工
場
。
東

京
電
化
工
業
の
敷
地
内
に
1
9
1
8

（
大
正
7
）年
に
建
造
さ
れ
た
。
太
平

洋
戦
争
中
に
は
航
空
機
の
素
材
を
製

造
、
終
戦
後
に
は
水
素
吸
蔵
合
金
や

マ
ン
ガ
ン
化
成
品
の
製
造
工
場
へ
と
、

時
代
に
合
わ
せ
て
姿
を
変
え
な
が

ら
、
現
在
も
新
日
本
電
工
株
妙
高
工

場
の
敷
地
内
で
倉
庫
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。
近
く
を
流
れ
る
関
川
水

系
の
水
力
発
電
所
の
余
剰
電
力
を
用

い
た
、
電
源
開
発
に
端
を
発
し
た
電

気
化
学
工
業
の
興
隆
を
伝
え
、
上
越

地
方
産
業
発
祥
の
地
を
示
す
貴
重
な

建
屋
遺
産
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
内
部
の
見
学
は
行
な
っ
て

い
な
い
が
、
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道

の
車
窓
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、
夜

は
毎
日
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

妙高市大字田口272
access

評価ポイント

鉄道の車窓からも見える

赤レンガ造りの建物は

関川水系の電源開発と

上越地方工業の近代化を

今に伝える重要な建物。

妙高市大字関山4804
※上信越道 妙高高原ICから車で10分

access

長い歴史のなかで
生まれ、育まれ、

今日まで守り伝えられてきた
妙高市の

国指定・国登録文化財を紹介。

国指定
国登録
文化財

◆ 妙高市  ◆
2021認定
スポット

　
妙
高
山
を
源
に
、
関
川
へ
合
流
す

る
太
田
切
川
。
そ
の
合
流
点
付
近

で
、
官
設
鉄
道
直
江
津
線（
後
の
信

越
本
線
＝
現
在
の
え
ち
ご
ト
キ
め
き

鉄
道
妙
高
は
ね
う
ま
ラ
イ
ン
）が
太

田
切
川
を
ま
た
ぐ
渓
谷
を
横
断
す
る

鉄
道
橋
だ
。
当
初
は
鋼
材
に
よ
る
鉄

橋
の
架
設
が
検
討
さ
れ
た
が
、
当
時

は
高
額
な
輸
入
品
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
高
さ
30
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ

渓
谷
を
埋
め
立
て
る
大
規
模
な
築
堤

工
事
が
行
わ
れ
た
。
深
い
谷
に
堤
防

と
延
長
94
メ
ー
ト
ル
の
水
路
ト
ン
ネ

ル
を
設
け
、
そ
の
上
に
線
路
を
敷
設

し
た
。
そ
の
水
路
ト
ン
ネ
ル
は
、

ア
ー
チ
は
レ
ン
ガ
積
、
坑
口
・
側
壁
・

底
部
ア
ー
チ
は
整
層
切
石
積（
石
材

約
1
万
8
千
個
と
試
算
）、
上
流
と

下
流
に
は
石
積
み
の
翼
壁
が
つ
い
た

構
造
で
、
鉄
道
創
業
時
代
の
日
本
の

高
い
技
術
水
準
を
示
し
て
い
る
。
完

成
は
1
8
8
7（
明
治
20
）年
11
月
。

（えちごトキめき鉄道
関山駅～妙高高原駅の区間）

妙高市大字坂口新田字坂ガケ657-1
～大字二俣字東熊堂435-5

information

評価ポイント

深い渓谷に設けられた

水路トンネル上の線路は

鉄道創業期における

高い技術水準を伝える

日本の鉄道遺産。

2021認定
スポット

し
ん
に
っ
ぽ
ん
ん
で
ん
こ
う
か
ぶ
し
き
が
い
し
ゃ
み
ょ
う
こ
う
こ
う
じ
ょ
う
あ
か
れ
ん
が
た
て
や

新
日
本
電
工
株
妙
高
工
場
赤
煉
瓦
建
屋

お
お
た
ぎ
り
き
ょ
う
り
ょ
う

大
田
切
橋
梁

information

2013認定
スポット

評 価ポイント

妙高山信仰の中心的存在、

関山神社と、5mにも及ぶ滝石組と

妙高山を対比した景観構成が

美しい旧関山宝蔵院庭園。

妙高市のシンボルとして

市民から親しまれている。

国
登
録

国
指
定

（ ）

（　）

ら
ぎ
ょ
う

そ
う
ぎ

れ
ん
が

え

国
登
録

国
登
録
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12

食事からスイーツまで！　上越・妙高地域の味を自宅でどうぞ。

地元人気店の味を

テイクアウト！

Sognare
ソンニャーレ

上
越
エ
リ
ア
の
豊
富
な
食
材
を
ジ
ェ
ラ
ー
ト
に

JO E T S U  AREA

上越
●TAKE OUT●

中華料理 蝦仁
ちゅうかりょうり シャーレン

ア
ッ
ツ
ア
ツ
の
あ
ん
か
け
メ
ニ
ュ
ー
が
人
気

JO E T S U  AREA

上越
●TAKE OUT●

ラーメン翔 道の駅あらい店
ラーメンしょう みちのえきあらいてん

地
元
産
の
お
米
を
使
っ
た
ご
飯
に
も
定
評
あ
り

M

Y O K O  A R E A

妙高
●TAKE OUT●

松茶屋
まっちゃや

ご
飯
の
お
と
も
や
お
つ
ま
み
に
ぴ
っ
た
り
な
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実

M

Y O K O  A R E A

妙高
●TAKE OUT●

食べる
を

楽しむ

　上越市にある三和牛乳のミルク
を使い、地元素材を使ったジェラー
トが評判。中でも、上越エリアにあ
る6つの蔵元の酒粕を使った『酒粕
ジェラート』（1個350円）と、妙高の
発酵食品を使った『妙高発酵ジェ
ラート』（1個400円）に注目。

□所 上越市春日山町1-7-8
□電 025-512-4530
□営 11：00～16：00
□休 水曜
□P  100台

□所 上越市春日新田5-21-10
□電 025-543-5161
□営 11：30～15：00（LO14：30）／
17：30～21：00（LO20：30）
□休 月曜（祝日の場合は翌日）　□P  48台

　具だくさんでボリューム満点中
華料理が、世代を問わず人気のお
店。揚げ麺と蒸し麺が選べる『五目
焼きそば』（1,000円、容器代別途
50円）のほか、ほぼ全てのメニュー
がテイクアウトOK。人気店ゆえ、事
前の電話注文がおすすめ。

□所 妙高市猪野山120-8 道の駅あらい内
□電 0255-72-0343
□営 11：00～22：00

（LO21：30。日祝は～20：00。LO19：30）
□休 月曜　□P  468台（共有）

□所 妙高市柳井田町4-11-23
□電 0255-72-6060
□営 10：30～15：00（LO14：30）／
17：00～21：00（LO20：30）
□休 水曜　□P  50台

　豊富なメニュー構成で、ラーメン
フリークや観光客のみならず、地元
ファミリーにも評判のラーメン店。
写真の『タレカツ丼』（1,000円）を
はじめ、丼ものや定食系、一品料理
の持ち帰りにも対応してくれる。冷
凍餃子も好評だ。

　鍋を持参して買いに来る常連さ
んもいるという『もつ煮込み』（600
円）は、シンプルな味付けでとても
柔らか。丹念な下処理でクセも無
く、味の染みたコンニャクまでうま
い。『手作りギョーザ』（5個450円）
のテイクアウトも可能。




